
　

当
Ｊ
Ａ
は
、平
成
２８
年
度
の
通
常
総
代
会
で
設
定
し
た「
Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
」に
基
づ
き
、同
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
期
計
画
の
具
体
的
な
取
組
内
容
は
、第
３３
回
岡
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
県
下
Ｊ
Ａ
統
一
の
重
点
的

取
組
事
項（
１０
項
目
）別
に
掲
げ
て
、年
度
ご
と
に
進
捗
管
理
や
実
践
状
況
の
検
証
を
行
っ
た
後
、組
合
員・利
用

者
の
皆
さ
ま
へ
広
報
誌
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、３
カ
年
計
画
の
中
間

点
と
な
る
第
２
年
度（
平
成
２９
年
度
）の
実
践
概
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
平
成
２９
年
度 

実
践
概
況
報
告
】

「
吉
備
の
華
」は
前
年
比
の
９０
％
減
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

・
概
算
金
に
つ
い
て
は
、早
生
品
種
は
前
年

度
よ
り
１
，０
０
０
〜
１
，８
０
０
円
高
く
、

中
生
・
晩
生
品
種
に
つ
い
て
は
１
，４
０
０

〜
１
，８
０
０
円
高
く
設
定
し
て
、Ｊ
Ａ
出

荷
率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

・
大
口
出
荷
者
奨
励
に
つ
い
て
は
、平
成
２９

年
産
米
出
荷
契
約
時
に
広
報
誌
等
で
周

知
を
図
り
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
率
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

②
主
要
園
芸
品
目
の
市
場
集
約（
平
成
３０

年
度
実
施
）

１
．担
い
手
経
営
体
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
個
別
対
応

①
全
営
農
セ
ン
タ
ー
に
Ｔ
Ａ
Ｃ（
担
い

手
担
当
）な
ら
び
に
作
物
別
営
農
指
導

員
を
配
置

・
本
所
へ
営
農
指
導
員
８
人（
Ｔ
Ａ
Ｃ
、野

菜
・
花
卉
、果
樹
担
当
）の
配
置
を
継
続
し

ま
し
た
。

・
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
作
物
別
指
導
員（
Ｔ
Ａ

Ｃ
、野
菜
・
花
卉
、果
樹
担
当
）各
３
人
の
配

置
を
継
続
し
ま
し
た
。

・
作
目
別
研
修
会（
Ｔ
Ａ
Ｃ
６
回
、野
菜
・

花
卉　

５
回
、果
樹　

３
回
）の
開
催
に

よ
り
、営
農
指
導
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

・
有
利
販
売
で
き
る
重
点
市
場
を
選
定
し

集
中
出
荷
を
し
た
と
こ
ろ
、２
市
場
が
集

約
で
き
ま
し
た
。引
き
続
き
取
り
組
み
を

強
化
し
、市
場
の
集
約
を
進
め
ま
す
。

③
関
東
・
関
西
市
場
へ
の
販
路
拡
大

・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
全
出
荷
量
約
１

４
４
㌧
の
う
ち
、関
東
市
場
出
荷
３
５

㌧（
出
荷
比
率
２４
・
３
％
、前
年
対
比
２

５
７
％
）、関
西
市
場
出
荷
４８
㌧（
出
荷

比
率
３３
・
３
％
、前
年
対
比
１
３
７
％
）

と
な
り
、全
出
荷
量
の
５７
・
６
％
を
占
め

ま
し
た
。

・
岡
山
白
桃
全
出
荷
量
約
３
７
４
㌧
の
う

ち
、関
東
市
場
へ
の
出
荷
は
２４
㌧（
出
荷
比

率
６
・
４
％
、前
年
対
比 

９２
・
３
％
）、関
西

市
場
へ
の
出
荷
は
５
・
５
㌧（
出
荷
比
率

１
・
４
％
、前
年
対
比
６８
・
８
％
）と
な
り
ま

し
た
。

・
ま
た
、関
東
・
関
西
市
場
を
通
じ
て
輸
出

拡
大
に
繋
げ
ま
し
た
。

④
販
売
担
当
者
の
資
質
向
上
と
体
制

強
化

・
本
所
に
園
芸
販
売
専
任
担
当
者（
野
菜
・

花
卉
１
人
、果
樹
１
人
）を
配
置
し
ま
し

た
。果
樹（
ブ
ド
ウ
）で
は
、産
地
概
況
、生

産
販
売
状
況
等
の
情
報
を
収
集
･
分
析

し
、関
東
・
関
西
市
場
へ
の
販
売
力
強
化
を

図
り
、有
利
販
売
に
繋
げ
ま
し
た
。ま
た
、

パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
へ
定
期
的
に
情
報
提
供

を
行
い
、有
利
販
売
に
繋
げ
ま
し
た
。

３
．付
加
価
値
の
増
大
と
新

た
な
需
要
開
拓
へ
の
挑
戦

①
管
内
農
畜
産
物
の
販
売
促
進
・
Ｐ
Ｒ
活

動
の
強
化

・
管
内
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、県
内

１５
回（
イ
オ
ン
岡
山
、山
陽
マ
ル
ナ
カ
、Ａ

コ
ー
プ
西
大
寺
な
ど
）、関
東
２
回（
ロ
ピ

ア
・
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
、し
ず
て

つ
ス
ト
ア
）、関
西
１
回（
山
陽
マ
ル
ナ
カ
）、

量
販
店
で
の
販
促
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

・一
宮
選
果
場
果
樹
部
会「
清
水
白
桃
」出

荷
進
発
式（
７
月
）、備
南
施
設
茄
子
部
会

「
千
両
な
す
」出
荷
進
発
式（
１０
月
）を
行
い

ま
し
た
。

・
ト
ッ
プ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
応
援
デ
ー
に
参
加

し
て
、管
内
花
卉
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

（
１1
月
）

・
イ
ベ
ン
ト
協
賛
と
し
て
、岡
山
市
場
感
謝

デ
ー
や
岡
山
市
地
産
地
消
マ
ル
シ
ェ
、大
相

撲
岡
山
場
所
な
ど
へ
参
加
し
ま
し
た
。

・
岡
山
市
内
の
保
育
園
に
地
元
食
材
を
提

案
し
、地
産
地
消
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、新
た
に
取
引
を
開
始
し
ま
し
た
。

・
県
内
Ｊ
Ａ
直
売
所
の
人
気
商
品
を
取
り

揃
え
、一
層
魅
力
あ
る
直
売
所
を
目
指
す
た

め
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
た
Ｊ
Ａ
直
売
所
間
取
引
を
開
始
し
ま

し
た
。

②
管
内
生
産
米
に
よ
る
食
味
ラ
ン
キ 

ン

グ
特
Ａ
の
取
得

・
継
続
し
て
食
味
向
上
技
術
の
実
証
と
食

味
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
、良
食
味
値
の
選
抜
を
行
い
予
選

会
へ
提
出
し
た
結
果
、２
年
連
続
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
Ａ
の
取
得
と
な
り
ま
し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
新
規
販

売
先
の
拡
大

・
平
成
２９
年
度
は
桃
、ブ
ド
ウ

な
ど
を
中
心
に
年
間
で
４
０

０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。今
後
は
Ｊ
Ａ
岡
山
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
加
工
品
や
青
果
物
に

加
え
、岡
山
県
ブ
ラ
ン
ド
牛

で
あ
る「
千
屋
牛
」の
精
肉
な

ど
、取
扱
い
品
目
を
増
や
し
て

ま
い
り
ま
す
。

④
青
果
物
の
一
次
加
工
品
の
開
発
と
販
売

先
の
確
保

・
新
規
加
工
品
と
し
て
裳
掛
産
み
か
ん
を

使
用
し
た「
あ
ら
ご
し
み
か
ん
じ
ゅ
ー
す

（
９
０
０
㍉
㍑
）」を
製
造
し
、農
産
物
直
売

所
な
ど
で
販
売
し
ま
し
た
。

・一
宮
産
清
水
白
桃
シ
ラ
ッ
プ
漬
け
を
材

料
と
し
て
、菓
子
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー

と「
岡
山
清
水
白
桃
飲
む 

ジ
ュ
レ
」を

共
同
開
発
し
、農
産
物
直
売
所
な
ど
で

販
売
し
ま
し
た
。

４
．生
産
資
材
価
格
の
引
き

下
げ
と
低
コ
ス
ト
生
産
技
術

の
確
立
・
普
及

①
安
価
で
高
品
質
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
肥
料
の
提
案

・
水
稲
、麦
、野
菜
、果
樹
な
ど
様
々
な

作
物
に
幅
広
く
使
用
で
き
る
高
度
化

成
肥
料「
化
成
肥
料
１４
ー
１４
ー
１４
」で

の
生
産
コ
ス
ト
削
減
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

・
水
稲
の
多
収
性
技
術
・コ
ス
ト
削
減
の

対
策
と
し
て「
ア
ケ
ボ
ノ
」の
１
発
肥
料

と
追
肥
に
よ
る
栽
培
試
験
を
２
年
間
実

施
し
た
結
果
、幼
穂
形
成
期
以
降
の
追

肥
に
よ
り
３０
㎏
／
１０
ａ
程
度
の
増
収
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、低
コ
ス
ト
肥
料
・
農
薬
を
水
稲
栽

培
暦
に
採
用
し
、コ
ス
ト
削
減
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

・
二
条
大
麦
の
多
収
性
・
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
て
２
銘
柄「
ニ
ュ
ー
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

「
ア
ス
カ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」の
試
験
栽
培
と
、省

力
化
を
目
的
に
緩
効
性
肥
料
の
栽
培
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

・
予
約
購
買
を
基
軸
と
し
た
有
利
な
安
定

供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
岡
山
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
肥
料
で
あ
る
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
専
用
、朝
日
・
ア
ケ
ボ
ノ
専

用
、コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
た
こ
ま
ち
専
用

肥
料
の
生
産
者
へ
の
定
着
を
図
り
、合

わ
せ
て
７
８
，９
５
８
袋
の
販
売
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

②
大
型
規
格
農
薬
や
省
力
型
商
品
の

提
案
な
ど

・
青
果
物
の
出
荷
箱
に
つ
い
て
は
、新
規
仕

入
業
者
と
の
取
引
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低

減
の
取
組
み
を
継
続
し
ま
し
た
。

・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
２
０
０
㍑
、サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
カ
イ
５０
㎏
な
ど
の
大
型
規
格
農
薬
の
普

及
推
進
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

５
．新
た
な
担
い
手
の
育
成

や
担
い
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

対
策

①
就
農
支
援
体
制
の
整
備
と
関
係
機
関

と
連
携
し
た
就
農
支
援
活
動

・
岡
山
市
と
連
携
し
、担
い
手
確
保
に
向
け

た
就
農
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

・
就
農
相
談
会
を
名
古
屋
会
場（
９
月
）、

広
島
会
場（
１０
月
）、大
阪
会
場（
１
月
）、

東
京
会
場（
２
月
）で
実
施
し
ま
し
た
。

・
新
規
就
農
に
向
け
た
受
入
農
家
３
名
、研

修
生
４
名（
果
樹
３
人
、野
菜
１
人
）を
確

保
し
ま
し
た
。・
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
、１１
人（
岡
山
市
７
人
・
瀬
戸
内
市
４
人
）

の
研
修
生
を
確
保
し
ま
し
た
。

②
野
菜
・
果
樹
等
の
農
業
塾
開
催
に
よ
る

新
規
栽
培
者
の
確
保
・
育
成

・
農
業
塾
を
開
講
し
、「
も
も
農
業
塾
」１２

人
、「
ぶ
ど
う
農
業
塾
」
１７
人
、「
野
菜
農
業

塾
」延
べ
４５
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

・
新
規
就
農
者
は
、岡
山
市
２７
人
、吉
備

中
央
町
５
人
、瀬
戸
内
市
１２
人
、玉
野
市

２
人
の
合
計
４４
人
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、生
産
部
会
へ
の
新
規
加
入
は
２
名
と

な
り
ま
し
た
。

③
税
務
申
告
や
経
営
相
談
等
、担
い
手
等

へ
の
農
業
経
営
管
理
支
援
強
化

・
税
務
相
談
会
を
10
会
場
で
実
施
し
ま

し
た
。

・
藤
田
地
区
の
夏
秋
な
す
生
産
者
向
け
の

個
別
相
談
で
、栽
培
管
理
改
善
指
導
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

６
．営
農
・
経
済
事
業
へ
の
経

営
資
源
の
シ
フ
ト

①
Ｊ
Ａ
岡
山
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実
践

図
り
ま
し
た
。

 

②
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
担
い
手
経
営
体
へ
の
個
別
支
援
活

動
等
の
強
化

・
岡
山
県
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、中
小
企
業
経
営
診
断
士
を

招
い
て
、農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
３
会

場（
備
南
・
瀬
戸
内
・
西
大
寺
）で
開
催

し
ま
し
た
。

・
組
合
の
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

の
推
進
に
よ
り
、３
６
３
㌶（
契
約
件
数

１
，７
０
６
件
）の
農
地
集
積
を
行
い
ま

し
た
。

・
管
内
の
担
い
手
へ
の
対
応
策
と
し
て
、大

型
米
麦
生
産
者
２
８
０
人
を
対
象
に
訪
問

活
動
に
よ
る
支
援（
情
報
提
供
・
個
別
指

導
等
）を
継
続
し
ま
し
た
。

２
．マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ

く
生
産
・
販
売
事
業
方
式
の

強
化

①
用
途
に
応
じ
た
実
需
者
へ
の
米
直
接
販

売
の
拡
大

・
販
売
計
画
を
も
と
に
集
荷
・
販
売
を
行
っ

た
結
果
、直
接
販
売
率
は
米
取
扱
高
全
体

の
５
４
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

・
品
種
転
換
を
呼
び
か
け
た
結
果
、

集
約
品
種
で
あ
る「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」は
前
年
比
の
１０
％
減
、



・
営
農
セ
ン
タ
ー
の
作
物
担
当
者
に
作
物

別
に
特
化
し
た
研
修
会
へ
参
加
さ
せ
ま
し

た
。ま
た
、先
輩
指
導
員
と
の
同
行
巡
回
に

よ
り
、新
任
営
農
指
導
員
の
実
践
的
な
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

・
資
格
取
得
は
、営
農
指
導
員
７
人
、生
活

指
導
員
１
人
、毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
６

人
と
な
り
ま
し
た
。

②
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
要
員
計
画
の

策
定

・
本
所
の
指
導
課
へ
配
置
し
た
新
任
職
員

に
つ
い
て
、果
樹
担
当
指
導
員
と
し
て
専

属
的
に
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
．地
域
実
態
・ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動

の
展
開

支
所
だ
よ
り
の
発
行
、地
域
独
自
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、支
所
ふ
れ
あ
い
旅
行
の
実

施
、み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
実
施

・
支
所
だ
よ
り
は
、
３７
支
所
、７
営
農
セ
ン

タ
ー
で
発
行
し
ま
し
た
。

・
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
実
施
計
画
書
に
基

づ
き
、地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

結
果
、実
績
は
２
０
７
件
と
な
り
ま
し
た
。

・
支
所
独
自
の
旅
行
計
画
と
し
て「
ふ
れ
あ

い
旅
行
」を
１９
支
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

・
女
性
部
２０
支
部
に
ゴ
ー
ヤ
の
種
子
を
配

「
吉
備
の
華
」は
前
年
比
の
９０
％
減
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

・
概
算
金
に
つ
い
て
は
、早
生
品
種
は
前
年

度
よ
り
１
，０
０
０
〜
１
，８
０
０
円
高
く
、

中
生
・
晩
生
品
種
に
つ
い
て
は
１
，４
０
０

〜
１
，８
０
０
円
高
く
設
定
し
て
、Ｊ
Ａ
出

荷
率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

・
大
口
出
荷
者
奨
励
に
つ
い
て
は
、平
成
２９

年
産
米
出
荷
契
約
時
に
広
報
誌
等
で
周

知
を
図
り
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
率
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

②
主
要
園
芸
品
目
の
市
場
集
約（
平
成
３０

年
度
実
施
）

・
有
利
販
売
で
き
る
重
点
市
場
を
選
定
し

集
中
出
荷
を
し
た
と
こ
ろ
、２
市
場
が
集

約
で
き
ま
し
た
。引
き
続
き
取
り
組
み
を

強
化
し
、市
場
の
集
約
を
進
め
ま
す
。

③
関
東
・
関
西
市
場
へ
の
販
路
拡
大

・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
全
出
荷
量
約
１

４
４
㌧
の
う
ち
、関
東
市
場
出
荷
３
５

㌧（
出
荷
比
率
２４
・
３
％
、前
年
対
比
２

５
７
％
）、関
西
市
場
出
荷
４８
㌧（
出
荷

比
率
３３
・
３
％
、前
年
対
比
１
３
７
％
）

と
な
り
、全
出
荷
量
の
５７
・
６
％
を
占
め

ま
し
た
。

・
岡
山
白
桃
全
出
荷
量
約
３
７
４
㌧
の
う

ち
、関
東
市
場
へ
の
出
荷
は
２４
㌧（
出
荷
比

率
６
・
４
％
、前
年
対
比 

９２
・
３
％
）、関
西

市
場
へ
の
出
荷
は
５
・
５
㌧（
出
荷
比
率

１
・
４
％
、前
年
対
比
６８
・
８
％
）と
な
り
ま

し
た
。

・
ま
た
、関
東
・
関
西
市
場
を
通
じ
て
輸
出

拡
大
に
繋
げ
ま
し
た
。

④
販
売
担
当
者
の
資
質
向
上
と
体
制

強
化

・
本
所
に
園
芸
販
売
専
任
担
当
者（
野
菜
・

花
卉
１
人
、果
樹
１
人
）を
配
置
し
ま
し

た
。果
樹（
ブ
ド
ウ
）で
は
、産
地
概
況
、生

産
販
売
状
況
等
の
情
報
を
収
集
･
分
析

し
、関
東
・
関
西
市
場
へ
の
販
売
力
強
化
を

図
り
、有
利
販
売
に
繋
げ
ま
し
た
。ま
た
、

パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
へ
定
期
的
に
情
報
提
供

を
行
い
、有
利
販
売
に
繋
げ
ま
し
た
。

３
．付
加
価
値
の
増
大
と
新

た
な
需
要
開
拓
へ
の
挑
戦

①
管
内
農
畜
産
物
の
販
売
促
進
・
Ｐ
Ｒ
活

動
の
強
化

・
管
内
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、県
内

１５
回（
イ
オ
ン
岡
山
、山
陽
マ
ル
ナ
カ
、Ａ

コ
ー
プ
西
大
寺
な
ど
）、関
東
２
回（
ロ
ピ

ア
・
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
、し
ず
て

つ
ス
ト
ア
）、関
西
１
回（
山
陽
マ
ル
ナ
カ
）、

量
販
店
で
の
販
促
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

・一
宮
選
果
場
果
樹
部
会「
清
水
白
桃
」出

荷
進
発
式（
７
月
）、備
南
施
設
茄
子
部
会

「
千
両
な
す
」出
荷
進
発
式（
１０
月
）を
行
い

ま
し
た
。

・
ト
ッ
プ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
応
援
デ
ー
に
参
加

し
て
、管
内
花
卉
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

（
１1
月
）

・
イ
ベ
ン
ト
協
賛
と
し
て
、岡
山
市
場
感
謝

デ
ー
や
岡
山
市
地
産
地
消
マ
ル
シ
ェ
、大
相

撲
岡
山
場
所
な
ど
へ
参
加
し
ま
し
た
。

・
岡
山
市
内
の
保
育
園
に
地
元
食
材
を
提

案
し
、地
産
地
消
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、新
た
に
取
引
を
開
始
し
ま
し
た
。

・
県
内
Ｊ
Ａ
直
売
所
の
人
気
商
品
を
取
り

揃
え
、一
層
魅
力
あ
る
直
売
所
を
目
指
す
た

め
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
た
Ｊ
Ａ
直
売
所
間
取
引
を
開
始
し
ま

し
た
。

②
管
内
生
産
米
に
よ
る
食
味
ラ
ン
キ 

ン

グ
特
Ａ
の
取
得

・
継
続
し
て
食
味
向
上
技
術
の
実
証
と
食

味
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
、良
食
味
値
の
選
抜
を
行
い
予
選

会
へ
提
出
し
た
結
果
、２
年
連
続
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
Ａ
の
取
得
と
な
り
ま
し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
新
規
販

売
先
の
拡
大

・
平
成
２９
年
度
は
桃
、ブ
ド
ウ

な
ど
を
中
心
に
年
間
で
４
０

０
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。今
後
は
Ｊ
Ａ
岡
山
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
加
工
品
や
青
果
物
に

加
え
、岡
山
県
ブ
ラ
ン
ド
牛

で
あ
る「
千
屋
牛
」の
精
肉
な

ど
、取
扱
い
品
目
を
増
や
し
て

ま
い
り
ま
す
。

④
青
果
物
の
一
次
加
工
品
の
開
発
と
販
売

先
の
確
保

・
新
規
加
工
品
と
し
て
裳
掛
産
み
か
ん
を

使
用
し
た「
あ
ら
ご
し
み
か
ん
じ
ゅ
ー
す

（
９
０
０
㍉
㍑
）」を
製
造
し
、農
産
物
直
売

所
な
ど
で
販
売
し
ま
し
た
。

・一
宮
産
清
水
白
桃
シ
ラ
ッ
プ
漬
け
を
材

料
と
し
て
、菓
子
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー

と「
岡
山
清
水
白
桃
飲
む 

ジ
ュ
レ
」を

共
同
開
発
し
、農
産
物
直
売
所
な
ど
で

販
売
し
ま
し
た
。

４
．生
産
資
材
価
格
の
引
き

下
げ
と
低
コ
ス
ト
生
産
技
術

の
確
立
・
普
及

①
安
価
で
高
品
質
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
肥
料
の
提
案

・
水
稲
、麦
、野
菜
、果
樹
な
ど
様
々
な

作
物
に
幅
広
く
使
用
で
き
る
高
度
化

成
肥
料「
化
成
肥
料
１４
ー
１４
ー
１４
」で

の
生
産
コ
ス
ト
削
減
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

・
水
稲
の
多
収
性
技
術
・コ
ス
ト
削
減
の

対
策
と
し
て「
ア
ケ
ボ
ノ
」の
１
発
肥
料

と
追
肥
に
よ
る
栽
培
試
験
を
２
年
間
実

施
し
た
結
果
、幼
穂
形
成
期
以
降
の
追

肥
に
よ
り
３０
㎏
／
１０
ａ
程
度
の
増
収
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、低
コ
ス
ト
肥
料
・
農
薬
を
水
稲
栽

培
暦
に
採
用
し
、コ
ス
ト
削
減
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

・
二
条
大
麦
の
多
収
性
・
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
て
２
銘
柄「
ニ
ュ
ー
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

「
ア
ス
カ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」の
試
験
栽
培
と
、省

力
化
を
目
的
に
緩
効
性
肥
料
の
栽
培
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

・
予
約
購
買
を
基
軸
と
し
た
有
利
な
安
定

供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
岡
山
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
肥
料
で
あ
る
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
専
用
、朝
日
・
ア
ケ
ボ
ノ
専

用
、コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
た
こ
ま
ち
専
用

肥
料
の
生
産
者
へ
の
定
着
を
図
り
、合

わ
せ
て
７
８
，９
５
８
袋
の
販
売
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

②
大
型
規
格
農
薬
や
省
力
型
商
品
の

提
案
な
ど

・
青
果
物
の
出
荷
箱
に
つ
い
て
は
、新
規
仕

入
業
者
と
の
取
引
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低

減
の
取
組
み
を
継
続
し
ま
し
た
。

・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
２
０
０
㍑
、サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
カ
イ
５０
㎏
な
ど
の
大
型
規
格
農
薬
の
普

及
推
進
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

５
．新
た
な
担
い
手
の
育
成

や
担
い
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

対
策

①
就
農
支
援
体
制
の
整
備
と
関
係
機
関

と
連
携
し
た
就
農
支
援
活
動

・
岡
山
市
と
連
携
し
、担
い
手
確
保
に
向
け

た
就
農
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

・
就
農
相
談
会
を
名
古
屋
会
場（
９
月
）、

広
島
会
場（
１０
月
）、大
阪
会
場（
１
月
）、

東
京
会
場（
２
月
）で
実
施
し
ま
し
た
。

・
新
規
就
農
に
向
け
た
受
入
農
家
３
名
、研

修
生
４
名（
果
樹
３
人
、野
菜
１
人
）を
確

保
し
ま
し
た
。・
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
、１１
人（
岡
山
市
７
人
・
瀬
戸
内
市
４
人
）

の
研
修
生
を
確
保
し
ま
し
た
。

②
野
菜
・
果
樹
等
の
農
業
塾
開
催
に
よ
る

新
規
栽
培
者
の
確
保
・
育
成

・
農
業
塾
を
開
講
し
、「
も
も
農
業
塾
」１２

人
、「
ぶ
ど
う
農
業
塾
」
１７
人
、「
野
菜
農
業

塾
」延
べ
４５
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

・
新
規
就
農
者
は
、岡
山
市
２７
人
、吉
備

中
央
町
５
人
、瀬
戸
内
市
１２
人
、玉
野
市

２
人
の
合
計
４４
人
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、生
産
部
会
へ
の
新
規
加
入
は
２
名
と

な
り
ま
し
た
。

③
税
務
申
告
や
経
営
相
談
等
、担
い
手
等

へ
の
農
業
経
営
管
理
支
援
強
化

・
税
務
相
談
会
を
10
会
場
で
実
施
し
ま

し
た
。

・
藤
田
地
区
の
夏
秋
な
す
生
産
者
向
け
の

個
別
相
談
で
、栽
培
管
理
改
善
指
導
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

６
．営
農
・
経
済
事
業
へ
の
経

営
資
源
の
シ
フ
ト

①
Ｊ
Ａ
岡
山
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実
践

付
し「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」に 

取
り
組
み

ま
し
た
。

８
．正
・
准
組
合
員
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
大
学
の
開
催
、女
性
部
員

の
加
入
促
進
、フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
加
入

促
進
、青
壮
年
部
品
目
別
部
会
の
設
立

・
女
性
大
学
に
お
い
て
は
、２
期
生
は
４
講

座
、３
期
生
は
８
講
座
を
開
催
し
、延
べ
１

３
９
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

・
女
性
部
の
平
成
２９
年
度
部
員
数
は
３
，

１
８
９
人
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、新
た

な
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
女
性
部
三
蟠
支

部
に
お
い
て
発
足
し
、現
在
５
支
部
５７

人
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

・
青
壮
年
部
に
お
い
て
は
、中
国
・
四
国
地

区
青
年
の
主
張
・
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
実
績
発

表
大
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、全
国
青

年
大
会
で
は
県
代
表
と
し
て
岡
山
県
の
農

業
の
魅
力
に
つ
い
て
発
表
し
、情
報
発
信
を

行
い
ま
し
た
。

・
青
壮
年
部
の
活
動
と
し
て
、農
作
業
体

験
を
通
じ
た
農
業
の
魅
力
発
信
と
し
て
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、ブ
ド
ウ
間
引

き
体
験
、田
植
え
体
験
、ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム

定
植
体
験
、学
童
農
園
に
て
稲
刈
り
体

験
、も
も
の
せ
ん
定
授
業
等
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

９
．准
組
合
員
の「
農
」に

基
づ
く
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌「
あ
ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
」の
発
刊
、農
産
物
直
売
所
で
の

産
直
ま
つ
り
の
開
催

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、平
成
２９
年
７
月
に
２

０
１
７
夏
号
を
１９
万
９
千
部
、平
成
２９
年

１２
月
に
２
０
１
７
冬
号
を
１９
万
３
千
５
百

部
発
刊
し
ま
し
た
。

・
産
直
ま
つ
り
は
、平
成
２９
年
９
月
に
１
回

目
を
、１２
月
に
２
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

１０
．「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」

に
か
か
る
地
域
住
民
の
理

解
の
醸
成
に
向
け
て
の
広

報
活
動
の
展
開

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
を
介
し
た
Ｐ

Ｒ
、あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
開
催

・
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
で
の
広
報
活
動

は
平
成
２９
年
度
で
３７
回
テ
レ
ビ
放
送
し
ま

し
た
。

・
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、米
・
ブ
ド
ウ

を
中
心
に
農
作
業
体
験
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
み
、年
間
で
７
講
座
を
開
講
し
ま

し
た
。（
参
加
受
講
生
３０
人
）


